
中島りか個展「□より外」に寄せて 長尾優希 

壺にはどこか怪しげな印象が付きまとう̶̶あなた運気が下がっていますね、最近うまくいってないでしょう、
でもこちらの壺さえあればもう大丈夫、ただし少々お値段は張りますが……。宗教法人から売りつけられたと思し
き高麗大理石の壺が、ネット上で極端な安値で叩き売られているのを発見したとき、中島は何としてもそれらは破

、

壊されなければならない
、、、、、、、、、、、

という観念にとらわれたという。 
中島が好んで引用するハンナ・アレントは、公共性の哲学者だった。「人びとは[…]自分がだれであるかを示し、

そのユニークな人格的アイデンティティを積極的に明らかにし、こうして人間の世界にその姿を現す」。公共空間で
自らの考えを詳らかにし、他者とコミュニケーションをとること。これが「人間の条件」である。しかし壺は中身を
隠したまま明かさない。壺は公共性に反するのだ。 
その一方、宗教性と結びついた閉鎖的な壺のイメージは、中島にとってポジティヴな価値をもってもいる。それ

は私的な領域を確保するからだ。壺は中身を隠す。そうすることで誰にも煩わされることのない安寧の場をつくる
のだ。「かみさま」にひとり捧げる祈り。アレントにしてもただ公共の必要性を訴えるに終わらず、次のようにただ
し書きしていたのだった。「私的領域を取り除くことが人間存在にとっていかに危険なことであるかを理解しなけれ
ばならない」。そのような私的領域について、アレントは続ける。「四つの壁

、、、、
は、共通の公的世界から身を隠すのに頼

れる唯一の場所である」1。四方を囲まれた空間̶̶本展タイトルの□である。 
「人間の条件」たる公共性に反しながらも、なお人間の生活に欠かせないプライベートな領域。この□の両義性

を考えるべく、本展にあたって中島は長崎の隠れキリシタンの文化に取材した。隠れキリシタンとは江戸時代のキ
リスト教弾圧のもと、密かに信仰を守っていたキリスト教徒たちを指す。表向きは仏教徒として過ごしていた彼ら
は、やはり葬儀も仏教の方式を取らざるを得ない。そこで行われるのが「経消し」と呼ばれる儀式である。 
 
 仏式の葬式が行われている間、死者を冥土へ送るために唱えられているお経の効力を消す「経消しのオ

 ラショ」をキリシタンたちが唱え、仏葬が終わるとあらためてキリシタン式の葬式を行ったのです。2 
 
中島が注目するのはこの儀式で用いられる壺だ。隠れキリシタンは壺のなかに水を溜め、経を吸わせる。その水に
オラショを誦することで経を清めていたのである。本展のサウンド・インスタレーション≪□消し≫は、この「経消
し」のフォーマットを借り受けている。 
忘れてはいけないのは、「経消し」が経という仏教的なものを文字通り消すわけではないということである。「経

消し」にそんな力はない。禁教令の時代だった。公教以外の信仰が知られただけで迫害された時代だった。ともすれ
ば仏教に改宗させられてしまうキリスト教を、ともすれば公に絡めとられてしまう私を、「経消し」はかろうじて留
めおく。そのための祈り、あくまで私的でささやかな防衛のかたちなのだ。 
□の意匠は壺を含めて本展の端々に認められる。そしてそれらは往々にして、空間を囲い込みつつも同時に□の

不完全さもまた黙示しているようだ。□は歪み、割られ、向こう側を透かして見せる。たとえばそれは、ギャラリー
という建築空間そのものである。あるいはそれは、工事現場のフェンスの格子である。そしてそれは、白い箱状の椅
子であり足元の穴から覗く地下の空間である。 
もっとも重要な位置を占めるのは、インスタレーション最深部の聖壇布にあしらわれた緑十字――立方体を切り

広げたかたちである。日本で独自に
、、、

安全第一の標識として採用されているこのマークをホワイトキューブのギャラ
リーに設えることは、一貫してサイトスペシフィックな探求を続けてきた中島にとって、西洋由来の現代美術が日
本で独自に

、、、
発展してきたありように対応するかもしれない。さらに言うなら、日常の形象にキリスト教的な意味を

独自に
、、、

込めてきた隠れキリシタンの態度にも通じているはずだ。 
触らぬ神

、
に祟りなし。中島はそれでも神に触れようとする。隠れキリシタンにならって、壺や緑十字というあり

ふれたイメージのうちに宿る神を見ようとする。神は都市のうちに顕現する。啓示のように、ふと。 
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